



What Do Students Learn through Japanese Language Volunteering? 






























































































































13 ビジネス日本語1 S 会話の練習相手。日本語についてのご意見番
（若い世代がどんな風に使っているかなどざっくばらんに話してもらいます）。
































































































































































































































































































































































































   （若者のよく使う言葉、男言葉、悪い言葉、大学生も敬語ができないことなど）
３ 勉強以外の支援、
交 流 が う れ し
かった
・店、おすすめの場所などの情報を教えてくれた。
・アルバイトの探し方のアドバイスをもらった。
・調査に協力してくれた。
・履歴書を添削したり、面接の練習を一緒にしてくれた。
・一緒に遊びに行ったりして友達になれた
４ 同世代の若者と
しての意見交換
ができた
・同じ大学生として共通する悩みを話し合えた。（進学、仕事、結婚など）
・ 同じぐらいの年齢のみなさんに、就職活動、インターンについての体験談を聞け
て、自分のことも話せてうれしかった。
６.　考察：先行研究との比較
　本稿は、学生たちが日本語ボランティアを通
じた気付きや学び、そしてボランティア経験を
今後の学生生活やキャリアにどのように生かせ
るのかという点を学生アンケート結果を中心に
分析した。以下、先行研究と比較する中で本稿
で得られた知見を４点あげたい。
　第一に、ボランティア参加により日本語およ
び日本語教育への関心の高まりが見られた。杉
原（2012）は、前述したようにボランティア申
し込み時の参加理由を分析し、1）国際交流への
関心、2）日本、日本語教育への関心の２つを挙
げており、これは本稿でも共通している。ただし、
本稿の調査では、参加申し込み時ではなく、参
加後に調査したものであるため、実際に日本語
教室に参加して日本語教育に興味を持ったこと
も関係しているためか、「日本語教育への興味」
が全体の５割を占め、より高い割合の学生が日
本語教育に興味を持っていることがわかる。
　第二に、杉原はボランティア参加の動機が
「日本語を教えたい」というものである場合は、
マジョリティーのマイノリティーに対する規範
の押し付けにもつながるので注意が必要である、
と述べている。しかし、本学の学生のコメント
には規範的なコメントは見られず、むしろ自分
が日本語を知らないということに対する反省を
述べる学生がほとんどであった。こうしたこと
から本稿の調査結果では、日本語ボランティア
が日本語教育への興味を喚起するものであると
ともに、学生が自明としていた日本語を問い直
す機会となっていることがわかる。
　第三に、ボランティア学生たちの背景や学び
についてより多面的に分析したことも本稿の
特色としてあげられる。ファン（2005）、永井
（2012）らは、ボランティアの参加を通じた学
びとして、1）留学生の日本語力への驚き、2）
語学の勉強方法に関する気付き、3）視野の広
がり、4）日本の再発見、5）今後の国際交流へ
の積極的な参加への動機づけなどを挙げており、
本稿のアンケート結果でもこれらの項目は共通
している。しかし、本稿ではこうしたカテゴ
リーだけでなく、本学のボランティア参加者の
背景も含めた調査を行い、ボランティアの多く
が、短期の旅行や語学研修の経験があるものの、
国内の国際交流活動の体験が少なく、大学での
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ボランティアが国際交流の「はじめの一歩」と
いう意味合いが強いこと、そして、そうした参
加者が、ボランティア体験を通じてさまざまな
ことに気づき、学んだことをカテゴリーだけで
なく、各カテゴリーの中の様々なコメントで示
した。これによって、本稿はボランティアの学
びの背景と内容をより多面的に分析することが
できたのではないかと考える。また、学生の学
びとして、日本語自体への気付きや興味に関す
るコメントが多い点でも先行研究の結果とは異
なるといえるだろう。
　第四に、本稿の知見として最も重要な点は、
ボランティア経験を今後にどのように生かせる
のかという点に関して、学生たちがどのように
考えるのかを明らかにしたことである。アン
ケートの回答に仕事や将来のキャリア、外国語
コミュニケーション、今後の多文化交流、日常
生活、学業、留学など多様な可能性が挙げられ
たことが、これまでの研究では指摘されていな
い新しい点である（図７参照）。
図７.　日本語ボランティアがどのように今後に生かせるのか
　　　（学生のアンケート結果まとめ）
図７の「仕事・キャリア」を例にとってみ
ると、ボランティア経験が生かせると答えた学
生の中には、日本語教師に興味がある学生だけ
でなく、広く在日・訪日外国人サポート業務に
関心を持ち始めた学生、留学生と討論した経験
が就職活動にも役立つと考える学生、アルバイ
ト先での外国人スタッフや客とのコミュニケー
ションに生かせると考える学生など、ボラン
ティア経験の将来に向けたさまざまな可能性が
挙げられている。また、学生たちの挙げたコメ
ントからは、外国語コミュニケーション、学業、
日常生活における多様な他者との積極的な交流
など、さまざまな面でボランティア経験を生か
すことができることがわかる。こうしたことか
ら、ボランティア経験が学生が今後主体的に学
び、行動していくうえでの刺激になっているこ
とがうかがえる。
７.　今後の展望
このような学生の学び、そしてボランティ
ア経験を今後に活かしたいと述べている学生達
のコメントは、本学の人材育成の観点からみる
とどのような意味を持つのだろうか。前述のと
おり、本学は「グローバルミッション」として、
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